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１. はじめに 

USPTOは、未審理の査定系審判事件の滞貨を削減することに努力し続けています。2008

年の中頃から未審理件数が急激に増加し続け、2012年の中頃を境に横ばい傾向にあります。

2005年には 1000件程度の審判未審理滞貨が、2012年の 10月現在で約 26000件まで増

加しています。 
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BPAI による査定系審判事件の Backlog の推移と今後の推移予測 


